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1・ 柑橘馬果樹の分布

6.結 諭

1・ 柑橘 屡果樹 の分布

(1)(2)に 擦れば0伽8麗 植物の分布は 〔1〕 〔2〕交跡支那,〔3」

及 〔4〕 諸島及 〔5〕 東北海岸,〔6〕 東海岸,及 〔7」H本

中國,四 國,九 州の七ケ所に限定せるも,(9)(10)は 産各種を

屡に遷し,新 に湖北省宜昌を加へ,著 者(13)(14)は 西藏 河流域,骨 粛雀内四川雀境

併に南印度,馬 來牛島等 を加ふべき事を論 じた りしが,猫 其後

の考査によれば には17)の 調査に擦 り の如 き特異

種あり,叉 は に も産 レ は

西 にも及ぶ事等を知れ り。2)即最 も原始的の柑橘は

の五種にして,是 等の種のみを以てするも 東 南印度及錫

蘭,馬 來,を 覆ふ事を知る。然るに β本領土に劉 しては從來の智識淺薄

にして,の 如 きも属本産野生種の何たるやを明記せす,叉 植物學者中 及

を除けば日本領土中 騰を論すべき程度に於て採集 せしものなし,早 田(3)に

至 りて漸 く墓灘 より 及
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1)大 正十五年四月十r日 農學會農藝 化學會聯 合大集曾席上講演 。聯 合寄輿(九 州帝國 大學提學部 園
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2)東 岸 に も産 すれ ども野生な りや香や猫疑 問として鼓に掲げず。Africa Abyssinia



の三野生種 を報ぜられた るも,著者(15)は 既 に其 第一種を に

合 し・第三種を疑問種となした り。而 して第二種は共記文より判 じて明瞭なる

と査定 した りしが今次(大 正十四年十二月)の 調査により其のアルビノ変種な

るを確め,且 其路傍に散在する状大隅に於ける状態 と類せる事より野生たる原案を否定すべ

きを知 りた り。故に同種は 今 とすべきを知れ り。叉第二

種 に対する 疑問 も本論文記載の如 く氷解ぜ り。

HAYATA

 medica LINN.)

Citrus medica gaoganensis n. comb.

Citrus limonia OSBECK

Citron (Citrus

2. Citrus tacizibana TANAKA.

著者(14)の 既に記せる如 くタチバナは薩摩,大 隅,日 向,土 佐,紀 伊等に 分布せる本邦

内地唯一の野生柑橘なるが,大 正十四年 春之を濟州 島に獲(松瀬雄一氏逡品:名 樗山橘),大正

十五年春之 を奄美大島に獲た り(大 和村 大和 濱産,大 庭秀景氏探品。)本種は著者(11)既

に共の日本民族史上最 も顯著なる在來品たるを設する史料として紀記萬葉の引擦を例誰ぜる

も,田 道聞守の傅詮に於ける輸入柑橘に非 ざるの点 に就きては猫附言するを要す。鳥居(16)

はタチバナの産する事よゆ濟州島を田道の渡航せし常世國に充つるも,黒 板(の は之を解訳

して『右古傳読の構成に面白き参考 とならん』となし,常世國は李壌附近樂浪郡地方な りと記

した り。蓋タチバナは の意にして邦語に於ける の総 稻 な る事

アヘタチバナ オニタチバナ .ヒ メ

クチバナ 等の名稻にて も知 らる。是我が に して田道間守とは

欄係なく,既 に共の渡航 以前に地名・人名として存せ し事 疑なきなり。 一方田道の輸入せ し

トキジクノヵグノコノミは の義なれば此名稻に該當するもの我國

に於ては唯ダイダイ あるのみなり。ダイダイは 原産にし

て支那にては夙に藥用として栽培 するも我國に於ける來歴明かならす,而 して斯る顯著なる

種の來由不明なる事は頗 る怪 しむに足 る可 く,蓋 或は不老不死の仙果 として之 を田道の輸入

に充つるを合理的な りと樗 して可な らんか。

タチバナが次種シークワシヤーと共に奄美大島に産する事は最 も興味ある事柄にして,伊

藤及松村(4)は 前者を となし,後者を

となせ り,何 となれば前者を果小な りと記し後者

には明に共琉球名 を挙げ居ればなり。然れ ども此命名は頗る不穏當 にして

伊藤氏の採集 地大和濱には両者を産し,前 者 をクチバナと解ぜば後者の 當 らす,
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何 となれば是紅果薄皮の別種なる上 なる変種名は既に牧野(6)の 前 種に採用 ま

る所なればな り。

Tachibana

3. Citrus depressa  HAYATA.

著者(15)既 に論ぜる如 くヒラミレモン の基準標本は 唯 一枚 の不

亀 完全なる なる上此の名樗の下に受領ぜし果實の 標本は 別物

た りしを以て,両 來共追及を怠 らざりしが今次(大 正十四年十二月)蕃 地の 踏査を

以て本種が沖縄本島に産するシークワシヤーと同一なるを確むるに至れ り。本種の原緯文は

外皮僅に1mm.と あれば本種を除きては斯の如き薄皮 品なき故シ'ク ワシヤーなる事疑な

し,叉 果色の とあるは未熟品を記せ るにして原著者の私信にも之 を云へ り。

唯原記文の終 に とあるは にして混齪の本となれ

るなり。

沖縄縣に於けるシークツシヤーは正に我が本土のタチバナに相等しく是に關する民謡及傅

読頗る多きのみならす,萬 葉に見る如き頸飾として女子の賞玩せし風習は僅に二三百年前ま

で残存 し居たるが如し。シークワシヤーの意義は にして 果實を以て

芭蕉布の洗濯に使用するを以て酸を供する意 より起 りた る俗稻なりも其原名はクニブ にして

クニブは恰もタチ漣ナの如 く沖縄に於ける柑橘類の 総名た る感あれど,著 名なる 『今齢仁の

クニブ霜成のクニブ』曇々の俗謡に見 る如 く同島に最 も多 く産するシークワシヤーに適用せ

らる曳事多きな り。クニブ の語は疑 もな く の 根にKを 冠せるものに

して1)の(柑 橘の総稻)も 同語な り,然 るに沖縄は馬來人の渡來多く2)右

の名稻と共に馬來牛島,印 度支那の特産柑橘(内 地の九年母)を も齎 した

るものにして現今朋地地方に大栽培あり,即クニブ の名稻は本柑 と共に薩摩に入 りてクネブ

となり,京 阪駿蓮の地に到 りて九年母と稻せらる 、に至れ り,唯 沖縄のみ野生柑橘に劉して

もクニプなる総名を残存せるな りo

大正十二年十二月大庭秀景氏大和村産品 によりてシークワシヤーの分布奄美大島に及べる

事實を知 りたるは極めて重要なる嚢見にして,猫 大島産シークワシヤーの膳葉は鹿兜島高等

農林學校に保存せらるLを 見る。共他最貴重なる河越教授 の採品を検するに其分布 は沖之永

OSBECK)
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Indo-Malay Limu

misleading

acid feeder, acid giver

Hindustani Nimboo

Citrus nobilis LOUR.

(Citrus limonia

1)中 頭 地 方 に て はKに 代 るにFを 以 て し フニ プ と稽 ぜ り,國 頭地 方 にて はKimbuと す ら呼 ベ リ。

2)フ エ ー ヌ シーユマ ー ウル イ(南 島踊),シ ヨ ジョー ウル イ(狸 々踊 、,ア ンガ ーモ イ(美 女 舞)等 に馬 來

舞 踊 の形 骸 を残 存 せ るは其 の滴謹 な り。 臨'『.



良部島,石 垣島,西 表島,八 重山群島中鳩間島等に及ぶ事 を知 り,叉 豪灘総督府中央研究所林
●

業部脂葉館所藏標本によ りて與那國島にも産するを知れ り1),而し今同 ガオガンより南庄 一

帯に分布するを知 り其豪轡北部に達する事を誰 し得たるな り。

4. Citrus  tankan HAYATA.

命名者(3)の 本種を一一・}eq立種たらしめし根擦極めて薄弱D如 く考へらるLも,本 種は概然

たる一猫立種にして最 も甜燈 に近 く・花梗多花なる事樺柑

の如き とは全然異れ り。果實は甜 澄の 如 き形状

を呈し瓢嚢の形質等亦相似たるも全然其特異なる香氣を欠き,肉 色肉質種子内被の 色等異れ

り・往 々果面涜状 を呈する事あり決 して甜燈に見 ざる をなす。共栽培 分布は藁

遡の外廣束省潮州,輻 建省渡州に及ぶ も馬來 共他の地には決 して之 を見す,支 那に於ても野

生の根跡なきを以て恐 らくは豪薄の在來種 なるべし。蓋本種の如 き高等形質の柑橘を野生な

りと断するは至難の事なれ ども,次 種の如き高等柑橘にして野生状態 明瞭なるものL塵 する

以上之を疑ふは更に困難なる可 し,況 や本種が蕃族の傳論 と密接なる關係あるをや。

本柑橘は佐山(7)の 示 す如 くタイヤル族其他各族殆ど共通の傅挽たる二つの太陽征伐の途

勇士の植えつL進 みた りと云ふYuttari(蜜 柑)に して蕃族には貴 重なる有用果樹た り,今 も

猫蕃境入跡絶えたる所に本柑の顯在するを見るは通常な り,即憂灘原住民族 と本柑橘とは密

接の關係あるを知る。

本柑の正名は年柑にして,桶 柑 と云ふは潮州に於ける槌柑の異名蜜桶柑の誤用なる可し潮

州にては之を招柑と云ひ,廣 州にては潮州柑 と呼べり。

ciosa  poonensis TANAKA

C.trus sinensis OSBECK

Loose skin orange

overgrowth

Citrus d li-

r. Citrus taiwanica TANAKA & SITIMADA ii. sp.

樹は高4.5m.幹 は直立刺あり,枝 は水平 に援 り痔長にして数 少し,多刺。葉は疎に着生し

大きく約12×5cm.披 針形にして鋭 く漸尖し,質 梢薄 く芳香なし,葉 柄長 く翼は顯著ならざ

れ ども明瞭なり。花序は1-4花,腋 生叉頂生,花 蕾は長き圓鋳状 をな し,募 殻 斗状2卜 滑 裂

片鋭頭筒部後雛起す,花 冠白色直径3cm.,花 綜多数二三体約1-5cm.,約 短 し,花 柱 略 々等

長,長 き棒状をな し子房柱頭共に扁球形な ゆ。

1)宮 古に も産あ りて ユーガマ フ昌ズ と構 し,等 しく芭 蕉布の洗濯 に用 うと聞 けど未だ標品を槍ぜず。



果は扁球形,頂 端時に多少突出し極細油胞あり,外

皮梢厚 く1/2cm.革 質内暦帯黄色,室 数9-12,整 齊,外 縁不規則に丸 く内縁極て尖 り断面長

き繊維 を伴ふ,肉 瓢密にして軟 く色 極酸苦味を帯ぶ。種子梢 大

きく不正長方形顯著なる細條あり色1内 破charaza部 の色は紅

紫色,白 色多胚あり。

Typetree:墓 灘新竹州 竹南郡南庄紅毛館,駐 在所 より約600陶,250尺 以上。海抜約1000

尺。(爽 見者 湯本矢太郎氏)

著 者は大正十三年五 月始 めて果實標本を島田氏 よゆ逡鮒 を受け,叉 同年四月 二十五日採集

の花葉標本及窩眞 を得,次 で大正十四年三月再び果實標本を受領 し,絡 に同年 十二月 十日該

樹 を実験する事を得た り。是 より少しく先同年 トー月十八 目桐野正雄氏は同一種 をガオガン

附近萱原に採集 した りしが共浸液漂本は士林園藝 試験場に於て実験 し同一種たるを決 定ぜ

り。湯本氏の云ふ所に擦れぱ本種は明治四十年頃南庄附近に点在 し居た りしが イチヰ林の伐

探 と共に切倒 された りと云ふ。現在に於ては極めて稀少なるもの 」如 し。

本種は島田氏(8)之 を南庄ダイダイと呼べる如 く最 もダイダイ に

類 し極めて高等形質を具ふるものなり。Himalayaに は二大高等柑橘甜澄及:ダイダイを野生

するも璽灘には前者に類する桶柑 と後者に最 も類似する本種 とを産 するは極 めて重要なる事

實なり。

本種はダイダイに比 して葉の更に長 き事,募 の無毛なる事,果 防小く且扁 き事,果 面 油 胞

の細微なる事,果 色肉色遙に薄 き事,砂 瓢細緻にして相組合ふ事,種 子の稜 細かき事 等の差

あり即之を新種 と認め豪薄の 特異種 となせ り。蓋 し の と

共に最も稀少なる種にして柑橘D分 種學上最 も貴重なる資料た り。後種 も亦長葉柑橘たるが

枝棺葉肋に有毛なるを以て全然別種た り,共の詳細の性状に至 りては今猴不明なり。

deep chrome  (RmawAY III), 6 x.4.5 cm.,

yellow ochre (RIDawAY XV)

straw yellow (RinawAY XVI),

Philippines

Citrus Aurantium LINN

Citrus miaray WESTER

6.結 論

1.日 本領土の第一野生柑橘はタチバナ

に して其分布は紀伊・土佐・日向・大隅・薩摩・濟州島・奄美大 島 等

なり0

2.日 本領土の錐二野生柑橘はシークワシヤー

にして ヒラミレモンは其異名なり。本種の分布は奄美大島・沖之永良部 ・沖縄本

島・石垣島・西表島・八重山群島中鳩闇島・與那國島及毫躍北部等な り。

Univ. 1 no.  1  : 31, 1924

16, 1919

Citrus tachibana TANAKA in Bul. Sci. Fak. Ter. Kyu. Imp.

Citrus depressa HAYATA in Icon. Pl. Form. 8:



3.桶 柑(即 年柑)は 甜澄に近き墓薦在來 種にして野生状態

に生育するを見 る。墓灘以外に於 て雌 寸岸支那に栽培を見るも原始的状態 に於て存する

事な く,其他の地には全然栽培すらなし。

4.以 上の三種は敦れも民族傳読 と深き關係 あり,即其原始的存在の詮た り。

5.墓 灘北部に於て新検出の野生柑橘南庄ダイダイ

はダイダイに最 も近 き一新種にして長 き葉と,扁 き中形果と,革 質油胞細密なる外皮と・

濃黄多酸の果肉を以て特長 となす。現時は稀少にして僅にガオカシ及南庄の ニケ所に於

て磯見せしのみなり。

6.本 研究に擦 りて柑橘屡果樹の 地理學上 日本西南部・濟州島 ・沖縄列島・及墓灘を明瞭なる

共郷土として加ふる事を得た り。

 Citrus tankan HAYATA 1.c. p. 26

Citrus taiwanica TANAKA & SHIMADA 11. sp.

追 報

本稿完成後山ロ縣萩町越ケ濱字笠山に於てタチバナの野生稜見せ られた りとの報 を得た り

(史蹟名勝及天然紀念物1N()e3:90,Mar.,1926)叉 興津園藝試験場に於て大正十四年十一 月

十六日谷川利善氏採集 の枝葉果實の浸液標品を検する事を得た り。最 も興味ある点は本品は

全 く濟州島産のもの と等 しく外皮厚 く室数多き型にして或は南方型のtypeと 分ちてvariety

を創設するに如かすと考ふるも實査の上確報すべし。本追報に就き資料を與へ られたる白井

光太郎先生及谷川利善氏に深謝す。
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WILD CITRI OF THE JAPANESE TERRITORIES. 

(Résumé) 

Tyozaburo TANAKA.

      (Joint contribution f rom the Horticultural Institute, Kyushu Imperial University, 
   and Phytotechnical Institute, Miyazaki College of Agriculture.) 

   The wild Citrus is hitherto very imperfectly known from the Japanese 

territories, though this region is generally believed to be one of the native homes 
of this important genus of Rutaceae. The author has repeatedly reported that 

Citrus taci bana TANAKA is native to Japan proper, covering the southern 

coasts of provinces Kii, Tosa, Hyuga, Osumi and Satsuma. Recently, its 
southern 'limit of occurence was found in the island of Sanbok (Amami Oshima), 

where the second wild species begins to appear. It was lately discovered that 

the same species (possible a veriety) occurs wild in Nagato province and in 

Querpert Island (Saishuto). 

   In the main island of Luchu (Okinawa), a very remarkable wild species is 

known under the name of Suikwasha, and through the closer examination of 

Formosan Citrus, this was identified by the author to be Citrus depressa 

HAVATA, first described from Gaogan, Taihoku province. This second wild 

species was later found to distribute all over the Luchu Archipelago south of 

Sanbok. Noticeably, this species is connected ethnologically with the inhabit-



ants of the island, just as the first species does with the forefathers of Japan 

proper. 

   In Taiwan, Citrus tankan  HAVATA is found in the myths of aborigines, 

and it does occur in the woods where they make use of it. It is not found in 

South China in any degree of primitive state, but is rather extensively culti-

vated for shipping purpose. 

   There is another distinct species growing wild in the fo: ests of Gaogan and 

Nansho (Shinchiku province), which is here described as a new species, Citrus 

taiwanica TANAKA & SHIMADA n. sp. This species is nearest to the sour 

orange, but is very distinct with its remarkably long leaves, medium-sized flat 

fruits with finely dotted leathery skin, and very acid deep-yellow pulp. 

    Citrus gaoganensis HAYATA, reported wild from Gaogan, is nothing but 

an albino citron escaped from cultivation, and may preferably be called Citrus 

,nedi ca gaoganensis n. comb. 

   (Paper presented before the Joint Session of Scientific Agricultural Society and Agricultural 
Chemistry Society, held at Tokyo on April 11, 1926.)


